
隊員の熱のこもった特訓風景 

未来の工場長候補？ 

 

区内中学校の生徒３名が、今月４日から５日間 

の日程で、工場の様々な仕事を体験しました。工

場内を見た生徒からは、工場の広さや機械の大きさ・種類の多さに、

「この設備は、何に使うんだろう」などの言葉がしきりに出ていまし

た。最初は、３名とも緊張した面持ちでしたが、徐々に工場の雰囲気

にも慣れ、積極的に業務体験をしていました。彼らの中から、将来、

工場の運営を担う職員が現れることを今から期待しています。 

 

 

 江戸川工場では、火災、地震など 
の災害時における被害を最小限にと

どめることを目的に、自衛消防隊を組織しています。今月２６

日には、自衛消防訓練審査会が江戸川消防署で開催されます。

審査の内容は、①初期消火活動、②避難誘導活動、③応急救護

活動と多岐にわたります。これらの活動がスムーズにできるよ

う、江戸川消防署の指導を受けながら、日々特訓を重ねています。 

 

 

中防灰溶融施設の１階にある見学者ス 

         ペースで、７月１７日に都主催の「海の

森募金」キックオフ・イベントが開催されました。このイベ

ントは、緑あふれる東京の再生に向けて、「海の森」や「海

の森募金」の認知度を高めることなどを目的としており、石

原都知事をはじめ、江東・大田両区長、宇宙飛行士の毛利衛

さん、都内の小学生など総勢約２５０名が出席し、式典は大

変なにぎわいでした。 

 

 

 

～清掃一組議会が大田工場を視察しました～ 

 ８月１７日、清掃一組議会による大田工場の視察が行われま

した。 
 可燃ごみを焼却する第一工場、京浜島不燃ごみ処理センター

で発生する処理残さ（破砕した不燃ごみから鉄、アルミ、ガラ

ス、不燃物を除いたごみ）を焼却する第二工場を一時間余りか

けて見学しました。 
 当日は、大変な猛暑でしたが、それに負けないくらいの熱

い眼差しを向けていました。 

 

葛飾 
清掃工場  中学２年生が職場体験を行いました 

清掃工場 

江戸川 
自衛消防隊は特訓中！ 

中防 
処理施設 「海の森募金」キックオフ・イベントが開催されました 

苗木贈呈後の記念写真 

工場内を視察する議員 


